






























待機児童問題は、地方都市に広がり 2018 年 4 月 1















































































































次 2 月および 2 年次 8 月に保育所・施設をそれぞ
れ１回ずつ実習している。今回の回答者のうち 42
名（53.85％）は、保育所を 1 年次 2 月、施設を 2
年次 8 月に実施し、36 名（46.15％）が施設を 1
年次 2 月、保育所を 2 年次 8 月に実施した。








表 1 保育実習Ⅰ（保育所）の負担の度合い（N = 77） 
 
表２ 保育実習Ⅱ（保育所）の負担の度合い（N = 34） 
 
表３ 保育実習Ⅱと保育実習Ⅲを選択した際の理由（N = 77） 
 
 
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
とても大変だった 6 7.79 2 2.60 24 31.17 11 14.29
大変だった 20 25.97 11 14.29 38 49.35 17 22.08
それほど大変ではなかった 33 42.86 37 48.05 11 14.29 11 14.29
大変ではなかった 18 23.38 27 35.06 4 5.19 13 16.88








人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
とても大変だった 2 5.88 1 2.94 9 26.47 10 29.41
大変だった 6 17.65 5 14.71 17 50.00 19 55.88
それほど大変ではなかった 15 44.12 10 29.41 5 14.71 4 11.76
大変ではなかった 11 32.35 18 52.94 3 8.82 1 2.94








人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
就職先の希望や、内定先を選んだ 73 22 30.14 10 13.70 20 27.40 21 28.77
１回目の保育実習と同じ実習先でさら
に経験を積みたかった 73 31 42.47 18 24.66 7 9.59 17 23.29




74 33 44.59 16 21.62 16 21.62 9 12.16
保育所と施設とで、実習課題の難易度
を比べて、簡単そうな方を選んだ 74 50 67.57 8 10.81 10 13.51 6 8.11
保育所と施設とで、実習課題の難易度
を比べて、難しそうな方を選んだ 74 43 58.11 18 24.32 8 10.81 5 6.76
保育士資格の取得を目的に、実習の単




















































1 年生 2 月の保育実習Ⅰの終了後から徐々に増え始
め、2 年生前期の教育実習Ⅰの終了時点でそれまで








学生は、入学時に 3 割弱存在し、1 年生夏休みの
保育体験の終了後にかけて 4 割弱まで増えたのち、
徐々に減る傾向がみられた。「保育者と他の職業選





















3.03 2.69 2.89 2.55 2.82
家族や親戚など身近に保育者がいて、
自分もなりたいと思ったから
1.62 1.54 2.22 1.68 1.69
年下の子どもの世話をするのが好きだった
から
3.50 3.46 3.22 3.05 3.33
昔、子どもの世話をした時に褒められ、
自分に向いているのではと思ったから
2.41 2.31 2.78 2.45 2.45
保育の職場体験やボランティアを通して
魅力を感じたから
3.38 3.08 2.44 2.55 2.99
テレビやインターネットなどの情報を通じて、
魅力を感じたから
1.94 1.69 2.11 1.68 1.85
自分の得意なことを活かせると思ったから 3.24 2.46 2.89 2.50 2.86
子どもが好きだから 3.97 3.85 3.89 3.36 3.77
子どもと関わる仕事がしたいと思ったから 3.82 3.69 3.67 2.86 3.51
親に勧められたから 1.79 1.77 1.67 2.27 1.91
教師に勧められたから 1.68 1.46 1.56 1.77 1.65
友人から刺激を受けたから 1.53 1.31 1.78 1.50 1.51
就職に有利だと思ったから 1.68 1.77 2.00 1.95 1.81
就職につながる資格を取りたいと思った
から
2.82 2.00 2.78 2.36 2.55
高校で進路を決める時期に、なりたいもの
にまだ迷っていたから







































































表５ キャリア選択の最終意志の決定時期と選択タイプ別の割合（N = 76） 
 
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
入学時 16 48.48 3 23.08 0 0.00 2 10.00
1年次 前期終了時 2 6.06 1 7.69 0 0.00 0 0.00
1年次 夏休みの保育体験の終了後 0 0.00 1 7.69 1 10.00 0 0.00
1年次 秋の教育実習Ⅰの終了後 3 9.09 0 0 4 40.00 2 10.00
1年次 2月の保育実習Ⅰの終了後 2 6.06 1 7.69 2 20.00 3 15.00
2年次 前期の教育実習Ⅱの終了後 3 9.09 1 7.69 0 0.00 5 25.00
2年次 8月の保育実習Ⅰの終了後 5 15.15 4 30.77 2 2.00 3 15.00
2年次 秋の保育実習Ⅱ・Ⅲの終了後 2 6.06 2 15.38 1 1.00 5 25.00

















































になりたいと強く思っている」で、1 年次 2 月の保
育実習後に落ち込むものの最終的に７割へ回復して
いた。














図５ キャリア選択プロセスタイプと保育実習Ⅰ  







　入学時から 2 年次秋の最後の実習までを 8 時期
に分けて、「保育者になりたい」という思いの変化
を調べた結果、入学時に強い思いを持って入学し
てきた学生は 6 割を超えるが、2 月の保育実習Ⅰで













































































　調査時（2 年次 11 月末）は、約半数が就職活動
中であったため、この時期の就職内定状況からは、
志望動機タイプによる有意差はみとめられなかっ
た。志望動機と就職先との関係性をハッキリ捉えら
れるとすればほとんどの就職が決まる 2 月頃の調
査が必要になる。今回の調査においては「内定状況」
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